


 

真
下
道
議
は
２
月
の

訪
韓
の
際
、
ソ
ウ
ル
の

在
韓
日
本
大
使
館
前
に

設
置
さ
れ
た
旧
日
本
軍

の
従
軍
慰
安
婦
問
題
を

象
徴
す
る
少
女
像
を
視

察
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
少
女
像
は
２
０

１
１
年
12
月
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
が
、
従
軍
慰

安
婦
問
題
を
否
定
し
、

像
の
撤
去
を
求
め
る
右

 真下道議は、旧日本軍の従軍慰

安婦問題や戦時性暴力問題に取り

組む「戦争と女性の人権博物館」

を視察しました。 

 私立の博物館として２０１２年

にソウルの麻浦（マポ）区に開

館。現在も続く戦時性暴力に反対

し、連帯を拡げるための活動を

行っています。国を問わず、世界

各国から来館者が訪れているとい

うことです。 

 展示されている旧日本軍の文書

から慰安所が組織的に置かれた様

子がわかります。あまりに残酷な

歴史ですが、一人一人の女性が実

名を出して被害を訴えるまでに、

どれだけ苦しんで生きてきたかを

伝える証言や絵などが展示されて

いました。真下道議が自己紹介す

ると、広く知っていただきたいと

歓迎されました。 

 同館を訪れた初めてという現地

通訳の方は、祖父は韓国戦争で亡

くなったと話し、第二次世界大戦

後も終戦を迎えていない韓国の現

在と歴史を改めて認識しました。 

  

 

 

 

 北海道商工団体連合会婦人部と旭川民商などは、

個人事業主やフリーランスなど、国保に加入する女

性が出産したときにも、社会保険同様に収入減少に

対する経済的支援として出産手当を実施できるよう

に求め、道議会で真下道議が取り上げてきました。 

 道が国に提出する２０２７年度予算要望に新たに

盛り込まれたと委員会報告されました。要望書に

「自営業者やフリーランスなどの対する出産前後の

経済的支援について、国の責任において、企業等に

雇用されているものとの差が生じないよう支援の充

実を図ること」が明記されています。道が国に要望

したことは画期的です。 

「戦争と女性の人権博物館」視察 

派
系
団
体
が
活
動
を
強
め
た
た

め
20
年
か
ら
防
護
柵
で
囲
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
真
下
道
議
は

多
重
防
護
柵
に
物
々
し
く
囲
ま

れ
た
様
子
に
、
市
民
か
ら
隔
絶

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
と
話
し

て
い
ま
し
た
。 

 

５
月
６
日
、
約
６
年
ぶ
り
に

防
護
柵
が
撤
去
さ
れ
た
と
ソ
ウ

ル
共
同
が
報
道
し
ま
し
た
。 

 

右
派
系
団
体
の
代
表
が
、
元

慰
安
婦
ら
の
名
誉
を
毀
損
し
た

と
す
る
罪
で
逮
捕
・
起
訴
さ

れ
、
少
女
像
の
周
辺
で
行
っ
て

い
た
集
会
を
中
断
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
地
元
当
局
が
判

断
し
た
と
、
６
日
に
配
信
。 

 

少
女
像
を
制
作
し
た
彫
刻
家

の
夫
婦
も
像
を
磨
く
な
ど
の
補

修
作
業
に
当
た
り
、
妻
の
金
曙

ギ
ョ
ン
さ
ん
は
「
（
損
壊
な

ど
）
被
害
を
受
け
る
心
配
も
あ

る
が
、
『
共
感
の
場
』
が
取
り

戻
せ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
」
と

語
っ
た
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

博
物
館
入
口
ま
で
の

外
壁
に
は
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
い
っ
ぱ
い
で
す

 

館内にある少女像とともに 館内の展示より 
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